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The Gifu Pharmaceutical University Pharmacy was established in September 1998 as Japan’s 

first university-affiliated pharmacy and has served as a field for long-term practical training in 

six-year pharmacy education. This study reports the results of a questionnaire survey conducted 

with practicum students who received practical training at the Gifu Pharmaceutical University 

Pharmacy in the 2020-2021 academic year to ascertain the status of practical training in 

response to the revised model core curriculum. The results confirmed that although some points 

need to be improved, the practicum students’ satisfaction with the practical training at Gifu 

Pharmaceutical University Pharmacy was extremely high (91.5%; 43/47 trainees), and the 

practical training was managed correctly. Based on these results, we aim to conduct more 

fulfilling pharmacy practice and provide feedback to serve as a model for the pharmacies 

conducting pharmacy practice as a university-affiliated pharmacy. 

  
 

Key words: university-affiliated pharmacy，long-term practical training， 
six-year pharmacy education，practicum students 

 
Received April 1, 2022; Accepted May 26, 2022 

 
1 Yoshihiro Noguchi, Yoko Ino, Shuji Yamashita, Hirofumi Tamaki, Arihiro Osanai, Kazuhiro Iguchi,  

Hitomi Teramachi 岐阜薬科大学附属薬局 
2 Yoshihiro Noguchi, Tomoya Tachi, Hitomi Teramachi 岐阜薬科大学 病院薬学研究室 
3 Yoko Ino, Hirofumi Tamaki, Arihiro Osanai, Kazuhiro Iguchi 岐阜薬科大学 薬局薬学研究室 
4 Shuji Yamashita 岐阜薬科大学 地域医療実践薬学研究室 
* 連絡先：岐阜薬科大学附属薬局 寺町ひとみ 

〒501-1113 岐阜市大学西 1 丁目 108-3     
Tel: 058-293-0220  E-mail: teramachih@gifu-pu.ac.jp 

14

野口ら；附属薬局における改訂モデル・コアカリキュラムに対応した実習状況



Vol.10, No.1, 14-26 (2022) 

15 
 

 
1  

 
, 

. , , 

. , 

, 
1). 

, 1998 9
2), 6

, 

, , 

3-7).  

, , , 

4). , 

, 6

, 

. , 

10 , 

, 4).  

5

, 

, 

2019

, , 

, 

.  

, 

6-13) , 

11, 14, 15).  

, 2020 2021

, 

.  

 
2  

 
1.  

, 2020 2021

5

60 . 

. 

1 .  

 
2.  

, 
.  

 
3.  

Microsoft Excel 2016 , 

.  

 

4.  

, 

. 

, 

3-27 .  

Microsoft Excel 2016®

15

日本地域薬局薬学会誌　Vol.10 , No.1 , 14-26 (2022)野口ら；附属薬局における改訂モデル・コアカリキュラムに対応した実習状況



野口ら；附属薬局における改訂モデル・コアカリキュラムに対応した実習状況 
 

16 
 

 
図 1. アンケート調査票 

16

野口ら；附属薬局における改訂モデル・コアカリキュラムに対応した実習状況



日本地域薬局薬学会誌 Vol.10, No.1, 14-26 (2022) 

17 
 

 
図 2. 実習に関する興味、積極性についてのアンケート結果 

 

 

 

3．結 果 
 
1. 解析対象者の属性 
アンケートの回収率は, 96.7%（58 名/60 名）

で, 回答を途中で辞退した実習生等を除いた

有効回答率は 81.0%（47 名/58 名）であった.  

 
2. アンケート結果 

2.1. 実習に関する興味, 積極性について 

実習に関する興味, 積極性についてのアン

ケート結果を図 2 に示す. 「薬局の薬剤師業務

（実習内容）は以前から興味があった. 」とい

う設問について, 「あてはまる」および「どち

らかといえばあてはまる」と回答した実習生の

割合は, 78.7%（37 名/47 名）であった. 「毎日

の実習前に実習内容の予習をした. 」という設

問について, 「あてはまる」および「どちらか

といえばあてはまる」と回答した実習生の割合

は, 19.1%（9 名/47 名）であった. 一方, 「毎日

の実習後に実習内容の復習をした. 」という設

問について, 「あてはまる」および「どちらか

といえばあてはまる」と回答した実習生の割合

は, 59.6%（28 名/47 名）であった. 「質問をす

るなど積極的に実習に参加した. 」という設問

について, 「あてはまる」および「どちらかと

いえばあてはまる」と回答した実習生の割合は, 

83.0%（39 名/47 名）であった.  

 

2.2. 附属薬局での実務実習における 8 疾患の

体験や体験型実習について 
附属薬局における実習の 8 疾患の体験や体

験型実習（各実習項目）についてのアンケート

結果を図 3 に示す. 各実習項目について「体験

できた」および「どちらかといえば体験できた」

と回答した実習生は, ①がん（91.5%; 43 名/47

名）, ②高血圧（93.6%; 44 名/47 名）, ③糖尿

病（95.7%; 45 名/47 名）, ④心疾患（80.9%; 38

名/47 名）, ⑤脳血管障害（44.7%; 21 名/47 名）, 

⑥精神神経疾患（76.6%; 36 名/47 名）, ⑦アレ

ルギー（63.8%; 30 名/47 名）, ⑧感染症（55.3%; 

26 名/47 名）, ⑨(4)-②地域におけるチーム医療 
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た。
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(1) 8 疾患の体験について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(2) 体験型実習について 
 

図 3. 附属薬局での実務実習における 8 疾患の体験や体験型実習について 
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図 4. 附属薬局での実務実習の内容は大学で学んできたこと、病院実習の 

理解を深めたかについて 
 
 

（85.1%; 40 名/47 名）, ⑩(5)-①在宅（訪問）医

療・介護への参画（78.7%; 37 名/47 名）, ⑪(5)-

②地域保健（公衆衛生, 学校薬剤師, 啓発活動）

への参画（89.4%; 42 名/47 名）, ⑫(5)-③プライ

マリケア , セルフメディケーションの実践

（89.4%; 42 名/47 名）, ⑬(5)-④災害時医療と

薬剤師（87.2%; 41 名/47 名）であった.  

 

2.3. 大学, 薬局, 病院による継続的な実習にお

ける附属薬局の実習の内容について 

大学, 薬局, 病院による継続的な実習におけ

る附属薬局の実習の内容についてのアンケー

ト結果を図 4 に示す. 「附属薬局の実習内容は, 

大学で学んできたことの理解を深めたか」につ

いて「理解を深めた」および「どちらかといえ

ば理解を深めた」と回答した実習生は, 97.9%

（46 名/47 名）であった. また, 「附属薬局の

実習内容は, 病院実習の内容の理解を深めた

か」について「理解を深めた」および「どちら

かといえば理解を深めた」と回答した実習生は, 

93.6%（44 名/47 名）であった.  

 

2.4. 4 週･8 週･11 週に行われた指導薬剤師によ

るルーブリック評価と面談について 

指導を担当している薬剤師（指導薬剤師）に

よるルーブリック評価と面談についてのアン

ケート結果を図 5 に示す. 「指導薬剤師との面

談で, 指導薬剤師によるルーブリック評価の

過程のフィードバックの有無」について「あっ

た」と回答した実習生は, 93.6%（44 名/47 名）

であった. また, 「指導薬剤師との面談の満足

度」について「満足であった」および「どちら

かといえば満足であった」と回答した実習生は, 

87.2%（41 名/47 名）であり, 「指導薬剤師との

面談は, 到達度（パフォーマンスレベル）の向

上につながったか」については, 「つながった」

および「どちらかといえばつながった」と回答

した実習生は, 91.5%（43 名/47 名）であった.  

 

2.5. 附属薬局の実務実習について 

附属薬局の実務実習についての満足度に関

するアンケート結果を図 6に示す. 各調査項目

について「あてはまる」および「どちらかとい

えばあてはまる」と回答した実習生は, ①11 週

間全体の実習スケジュールは適切であった

（87.2%; 41 名/47 名）, ②1 日のタイムスケジ

ュールは適切であった（80.9%; 38 名/47 名）, 

③実習生のグループ分けの人数は適切であっ

た（78.7%; 37 名/47 名）, ④指導薬剤師の人数

は適切であった（93.6%; 44 名/47 名）, ⑤質問 
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附属薬局の実習内容は、大学で学んできたことの理解を深

めたか
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どちらともいえない
どちらかといえば理解を深めなかった
理解を深めなかった
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(1) 指導薬剤師によるルーブリック評価の過程のフィードバックの有無について 
 

 
(2) 指導薬剤師との面談の満足度について 

 

 
(3) 指導薬剤師との面談は、到達度（パフォーマンスレベル）の向上につながったかについて 

 

図 5.  4 週・8 週・11 週に行われた指導薬剤師によるルービック評価と面談について 
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図 6. 実習における満足度について 
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のしやすい実習の雰囲気であった（93.6%; 44

名/47 名）, ⑥指導薬剤師からの配布資料は適

切であった（100%; 47 名/47 名）, ⑦テーマ別

講義のコマ数は適切であった（95.7%; 45 名/47

名）, ⑧テーマ別講義の内容は満足であった

（93.6%; 44 名/47 名）, ⑨コミュニケーション

力を身につけることができた（80.9%; 38 名/47

名）, ⑩処方解析をする力を身につけることが

できた（87.2%; 41 名/47 名）, ⑪症例を理解す

る力を身につけることができた（85.1%; 40 名

/47 名）, ⑫薬局の薬剤師業務（実習内容）に興

味を持った（80.9%; 38 名/47 名）, ⑬薬局実務

実習は満足であった（91.5%; 43 名/47 名）であ

った.  

 
4．考 察 

 
本調査は, 岐阜薬科大学附属薬局における

改訂モデル・コアカリキュラムに対応した実習

状況を把握することを目的として, 岐阜薬科

大学附属薬局で実習を受けた実習生に対して

アンケート調査を行った.  

実習生の多くは, 「薬局の薬剤師業務（実習

内容）は以前からの興味があった」という設問

に対し, 「あてはまる」および「どちらかとい

えばあてはまる」と回答している. また, 「質

問をするなど積極的に実習に参加した」という

設問について, 「あてはまる」および「どちら

かといえばあてはまる」と回答した. 積極的に

実習に参加した実習生の割合は, 8 割を超えて

いた. 実習生の薬局薬剤師業務（実習内容）に

対する興味の高さが, 積極的な実習参加につ

ながった可能性がある.  

しかし, 実習の予習・復習については, 「毎

日の実習前に実習内容の予習をした. 」という

設問について, 「あてはまる」および「どちら

かといえばあてはまる」と回答した実習生の割

合は, 19.1%, さらに「毎日の実習後に実習内容

の復習をした. 」という設問について, 「あて

はまる」および「どちらかといえばあてはまる」

と回答した実習生の割合は, 59.6%であり, 実

習時間内の積極性に比べると, 実習時間外に

おける積極的な自己学習は少ない傾向がみら

れた. しかし, 岐阜薬科大学附属薬局の 1 日の

実習のタイムスケジュールでは, 実習生には

16 時から 17 時の 1 時間に「1 日のまとめ」の

時間を用意しており, 実習時間内に実習当日

の復習することができる. 実習生は, その時間

を活用して, その日の実習で自身が理解でき

なかったことや明日の実習で取り組むべきこ

とを把握しており, 必要に応じて, その時間を

復習だけではなく, 予習にも充てている可能

性がある.  

改訂モデル・コアカリキュラムに対応した実

習では, 体験型実習が求められている. 改訂モ

デル・コアカリキュラムで設定された代表的な

8 疾患（がん, 高血圧, 糖尿病, 心疾患, 脳血管

障害, 精神神経疾患, アレルギー, 感染症）に

関する実習のうち, 7 割以上の実習生から「体

験できた」および「どちらかといえば体験でき

た」と回答された疾患は, 糖尿病（95.7%）, 高

血圧（93.6%）, がん（91.5%）, 心疾患（80.9%）, 

精神神経疾患（76.6%）の 5 疾患であった. 岐

阜薬科大学附属薬局は, 岐阜大学医学部附属

病院前に立地しており, 来局する患者が罹患

している疾患は多岐にわたるものの, アレル

ギー, 感染症, 脳血管障害に関する体験型実習

については, 体験できていないと感じている

実習生も多く, 実習期間中に定期的に体験で

きているかについて, 特に確認が必要である

ことが明らかになった.  

また, 体験型実習として, 「(4)-②地域におけ

るチーム医療」, 「(5)-①在宅（訪問）医療・介

護への参画」, 「(5)-②地域保健（公衆衛生, 学
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校薬剤師, 啓発活動）への参画」, 「(5)-③プラ

イマリケア, セルフメディケーションの実践」, 

「(5)-④災害医療と薬剤師」はいずれも 75%以

上の実習生が, 「体験できた」および「どちら

かといえば体験できた」と回答しており, 多く

の実習生において適切な体験型実習が実施で

きたと思われる.  

大学, 薬局, 病院による継続的な実習におけ

る附属薬局の実習の内容についてのアンケー

トでは, 「附属薬局の実習内容は, 大学で学ん

できたことの理解を深めたか」, 「附属薬局の

実習内容は, 病院実習の内容の理解を深めた

か」のいずれの設問についても 9 割以上の実習

生が, 「理解を深めた」および「どちらかとい

えば理解を深めた」と回答している. さらに, 

指導薬剤師によるルーブリック評価と面談に

ついても多くの実習生が, 指導薬剤師との面

談に満足しており, 指導薬剤師との面談が到

達度（パフォーマンスレベル）の向上につなが

ったと回答している. 岐阜薬科大学附属薬局

に所属する 7名の薬剤師は, すべて臨床系教員

であり, 薬局薬剤師の勤務経験者だけでなく, 

病院薬剤師としての勤務経験者もいる. その

ため, 岐阜薬科大学附属薬局における薬局実

習は, 大学, 薬局, 病院による継続的な実習実

施に適切に寄与し, 到達度（パフォーマンスレ

ベル）の向上につながる面談の実施ができたと

考える. しかし, 本来, 指導薬剤師によるルー

ブリック評価の過程のフィードバックは必須

であるが, 本調査では, 有効回答数47名中3名

（6.4%）が, 「指導薬剤師との面談で, 指導薬

剤師によるルーブリック評価の過程のフィー

ドバックの有無」について「なかった」と回答

している. 指導薬剤師がフィードバックして

いるつもりでも, 実習生には, フィードバック

されているという実感がなかったケースかも

しれない. 今後, より徹底したフィードバック

が望まれる.  

岐阜薬科大学附属薬局は, 岐阜県薬剤師会

の依頼により, 2016 年度薬局実務実習第 2 期～

2018 年度第 3 期の実習生を対象に, 改訂モデ

ル・コアカリキュラムに対応した実習トライア

ルを実施しており, 実習トライアルの情報は, 

大学教員や病院の指導薬剤師と共有している. 

これらのトライアルに参加した薬剤師の意見

や評価表による実習生の実習到達度を参考に

11 週間全体の実習スケジュールおよび 1 日の

タイムスケジュールは作成された 14, 15). 各ス

ケジュール例を図 7に示す. アンケート結果か

ら, 11 週間全体の実習スケジュールおよび 1 日

のタイムスケジュールは, 8 割以上の実習生が, 

適切であったと回答していることからも, 実

習トライアルを踏まえてスケジュールを作成

した結果, 多くの学生が適切であったと回答

したと考える.  

岐阜薬科大学附属薬局に所属する薬剤師は

7 名（うち, 薬局長 1 名, 管理薬剤師 1 名）, 各

実習期で受け入れる実習生は, 岐阜薬科大学

の学生 10 名である. 岐阜薬科大学附属薬局の

実習体制は, 6 年制の長期実務実習が開始され

る前から, 大学附属病院の実習体制を参考に

した実習トライアルを基に構築されているた

め, 薬学教育協議会が示す「6 年制薬局実習の

受入薬局に対する基本的な考え方; 実習期ご

との受入学生数は, 1 薬局 2 名までとする」に

比して, 岐阜薬科大学附属薬局は, 薬局として

の実習生の受入学生数は多い. しかし, 岐阜薬

科大学附属薬局の指導薬剤師は, 各実習期 2名

の実習生を担当しており, 9 割以上の実習生が, 

「指導薬剤師の人数は適切であった」, 「質問

のしやすい実習の雰囲気であった」と回答して

いる. また, 岐阜薬科大学附属薬局では, 1日の

タイムスケジュールに示したとおり, 実習生

のグループを 2 つに分けて実習を行っている.  
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(1) 1 週間全体の実習スケジュール（本例は 4 週目のスケジュール） 
 

 
(2) 1 日のタイムスケジュール 

 

図 7. 実習スケジュール例 
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実習生の多くは, 実習生のグループ分けの人

数は適切であったと回答している.  

一方, 自由記述において, 1 日に応需してい

る処方箋枚数のばらつきによる調剤および投

薬実習の実施件数のばらつきについて不満を

感じる実習生もいた. この問題点は, 処方箋を

応需する立場である薬局では改善しにくいが, 

来局者予定人数も十分に考慮したスケジュー

ル構築も必要であることが示唆された.  

岐阜薬科大学附属薬局では, 1 日のタイムス

ケジュールに実習の理解を深めるための「テー

マ別講義（サブテーマ）」の時間を設定し, 服薬

指導のポイントなどを講義している. 本アン

ケートでは, 「指導薬剤師からの配布資料は適

切であった」（100%）, 「テーマ別講義のコマ

数は適切であった」（95.7%）, 「テーマ別講義

の内容は満足であった」（93.6%）という回答が

あり, 「テーマ別講義（サブテーマ）」は高い満

足度を与えていることが明らかになった.  

岐阜薬科大学附属薬局では, 実習トライア

ル時から, コミュニケーション力の育成, 処方

解析をする力の育成, 症例を理解する力の育

成に重点を当ててきた 14, 15). これらについて

も, 8 割以上の実習生が, 身につけることがで

きたと回答しており, 実習トライアルのフィ

ードバックが適切に行われた実習の実施がで

きたと考える.  

岐阜薬科大学附属薬局における薬局実務実

習を経て, 薬局の薬剤師業務（実習内容）に興

味を持った実習生は増加しており, 9 割以上の

実習生が, 薬局実務実習は満足であったと回

答しており, 充実した 11 週間の実習が実施で

きていると考える.  

本調査により, 岐阜薬科大学附属薬局にお

ける改訂モデル・コアカリキュラムに対応した

実習状況を把握できた. これらの調査結果か

らより充実した薬局実務実習を実施するとと

もに, 薬局実務実習の模範となるべき大学附

属薬局として薬局実習実施薬局へのフィード

バックをしていきたいと考える.  
 

利益相反 
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